
2025 年度
大阪経済大学大学院

入学試験問題

＊経済学研究科
＊経営学研究科
＊経営情報研究科
＊人間科学研究科

※受験者が選択した試験問題のみ掲載しています。

（著作権法上掲載していない科目があります。）



2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

[経済学研究科 博士前期課程] 
研究コース 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 金融政策論 

 
以下の設問（１）～（３）のうち、２問を選択して解答しなさい。選択した設問の番号を記入して

解答すること。３問解答した場合は、無効とする。 
 
 
（１） 金利コリドーの形成メカニズムとその役割、留意点 
 
 
（２） 非伝統的金融政策としてのフォワードガイダンスの狙いと課題 
 
 
（３） 非伝統的金融政策としての量的緩和の期待される効果と副作用 
 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

［経済学研究科 博士前期課程］ 

《税理士養成コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 財政学（下山） 

 
 

次の問題（１）～（３）の中から 1 問を選択して解答しなさい。選択した問題番号を最初に

記入しなさい。 
 
 
（１）所得税における「中立性の原則」について、その考え方を論じたうえで、税制上の課

題について論じなさい。 
 
（２）消費税の軽減税率について、我が国および各国の事例を踏まえながら、現状と課題に

ついて論じなさい。 
 
（３）わが国の金融所得をめぐる課題について、あなたの考えを論じなさい。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

［経済学研究科 博士前期課程］ 

《税理士養成コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 財政学（塚谷） 

 
 

次の問題（１）〜（３）の中から１問を選択して解答しなさい。選んだ問題番号を明示する

こと。 
 
 
（１）現代財政の特質について財政の国際化を中心に論じなさい。 
 
（２）公的医療保険制度の仕組みとそれを支える財政システムについて論じなさい。 
 
（３）支出税の理論的特徴と問題点について論じなさい。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

[経済学研究科 博士前期課程] 
研究コース 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 日中交流史 

 
次の設問（１）～（３）のうち、1 問を選択して解答しなさい。 
選んだ番号を最初に明記すること。 
 
（１）清末における日中交流の中で影響が最も大きかったのは中国人の日本留学生である。中国

人の日本留学の歴史的背景及び中国の近代化事業に果たした役割について論じなさい。 
 
（２）清末の新政期間において日本をモデルにして様々な分野で改革を行った。ある分野の例を

挙げて、その分野でどのように日本をモデルにして改革を行ったのか、またその意義につ

いて論じなさい。 
 
（３）清末に中国で日系中国語新聞は多数存在していた。一つ例を挙げて、その新聞の創刊の歴

史的背景、特徴及び歴史的意義などについて論じなさい。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

[経済学研究科 博士前期課程] 

《税理士養成コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 小論文（下山） 

 
 
次の問題（１）～（３）の中から 1問を選択して解答しなさい。選択した問題番号を最初に

記入しなさい。 

 

 
（１）わが国における消費税の逆進性の特徴について述べたのちに、その対策についてあな

たの考えを論じなさい。 
 
（２）わが国の所得税の配偶者控除の特徴について述べたのちに、今日抱えている課題とそ

の対策について、あなたの考えを論じなさい。 
 
（３）国際的な租税回避行動が与える影響について述べたのちに、その対応に関して知って

いることを述べなさい。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

[経済学研究科 博士前期課程] 

《税理士養成コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 小論文（塚谷） 

 
 
次の問題（１）〜（３）の中から１問を選択して解答しなさい。選んだ問題番号を明示する

こと。 
 
 
（１）財政危機の現状について述べたうえで、今後の財政再建のあり方について論じなさ

い。  
 
（２）我が国の消費税について、インボイス制度（適格請求書等保存方式）の仕組みについ

て説明し、あなたの考えを論じなさい。 
 
（３）デジタル経済課税について説明し、あなたの考えを論じなさい。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経済学研究科 博士前期課程］ 

《研究コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 金融政策論 

 
 

以下の３つの問いの全てに解答しなさい。 
 
(１) 物価の変動が好ましくない理由を３つ述べよ。 
 
(２) 銀行の役割としての情報生産機能と資産変換機能について説明せよ。 
 
(３) 伝統的な金融政策の政策効果の伝達経路について説明せよ。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経済学研究科 博士前期課程］ 

《税理士養成コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 財政学（下山） 

 
 

次の問題（１）～（３）の中から 1 問を選択して解答しなさい。選択した問題番号を最初に

記入しなさい。 
 
 
（１）租税原則における「公平性の原則」について、その拠り所や考え方を論じなさい。 
 
（２）日本の所得税に関する所得の捕捉の課題について論じなさい。 
 
（３）「中立性の原則」について、勤労意欲と税収の観点から論じなさい。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経済学研究科 博士前期課程］ 

《税理士養成コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 財政学（塚谷） 

 
 

次の問題（１）〜（３）の中から１問を選択して解答しなさい。選んだ問題番号を明示する

こと。 
 
（１）現代財政の役割について、R.A.マスグレイブの三機能説をふまえて論じなさい。 
 
（２）租税構造の変化について、H.H.ヒンリックスの理論を援用して論じなさい。 
 
（３）最適課税論の理論的特徴と問題点について論じなさい。 
 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経済学研究科 博士前期課程］ 

《税理士養成コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 租税法 

 
 

次の問題（１）～（３）から 1 問を選択して解答しなさい。選択した問題番号を最初に記入

しなさい。 
 
（１）憲法 84条に定められる租税法律主義について、そこから派生する原則をひとつ挙げ、

その内容を現実の場面に即して論じなさい。 
 
（２）租税法規の解釈について、「文理解釈」「借用概念」という語を用いて論じなさい。 
 
（３）個人所得税の課税単位について論じなさい。 
 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

[経済学研究科 博士前期課程] 

《税理士養成コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 小論文（漆） 

 
 
次の問題（１）～（３）の中から１問を選択して解答しなさい。選択した問題番号を最初に

記入しなさい。 
 
（１）現在検討されている消費税改革（プラットフォーム課税、訪日観光客に対する消費税

の還付方式への転換）について、日本の消費税制度における問題を指摘したうえで、あ

なたの考えを論じなさい。 
 
（２）ふるさと納税の趣旨と現在の仕組みを説明するとともに、ふるさと納税制度の是非に

ついてあなたの考えを論じなさい。 
 
（３）不動産を利用して相続税を減免するスキームについて説明するとともに、これに対処

する方法やその是非について、あなたの考えを論じなさい。 
 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

[経済学研究科 博士前期課程] 

《税理士養成コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 小論文（下山） 

 
 
次の問題（１）～（３）の中から 1問を選択して解答しなさい。選択した問題番号を最初に

記入しなさい。 

 

 
（１）消費税の前段階税額控除の役割と課題について、インボイス制度と関連付けながら、

あなたの考えを述べなさい。 
 
（２）わが国の個人所得税と法人税の二重課税の問題と対応策について述べたうえで、あな

たの考えを論じなさい。 
 
（３）応益性の観点から固定資産税の意義と役割、課題について述べなさい。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

[経済学研究科 博士前期課程] 

《税理士養成コース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 小論文（塚谷） 

 
 
次の問題（１）〜（３）の中から１問を選択して解答しなさい。選んだ問題番号を明示する

こと。 
 
（１）国の一般会計における財政赤字の現状について説明し、財政再建に関するあなたの考

えを論じなさい。 
 
（２）個人所得税制における金融所得課税について説明し、あなたの考えを論じなさい。 
 
（３）非上場株式等に係る相続税・贈与税の納税猶予の特例制度について説明し、あなたの

考えを論じなさい。 
 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経済学研究科 博士前期課程］ 

《ベーシックコース》 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 小論文 

 
 

以下の設問（１）～（５）のうち、2 問を選択して答えなさい。選択した問題の番号を必ず

最初に明記すること（3 問以上解答した場合は、採点の対象外とする）。 
 
 
（１）日本経済が長期不況に陥った原因について論じなさい。 
 
（２）経済的格差について、これを合理化する見解と、是正が急務とする見解がある。これ

らについて論じなさい。 
 
（３）「途上国が経済成長を実現するためには、外国からの投資を増やすべきである」とい

う見解がある。これについて論じなさい。 
 
（４）少子高齢化の原因と、これが社会と経済に及ぼす影響について論じなさい。 
 
（５）移民の受け入れの是非について論じなさい。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

［経営学研究科 修士課程］ 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 会計学 

 
以下の設問（１）〜（３）のうち、２問を選択して解答しなさい。なお、選択した問題の番

号を必ず最初に明記すること。３問全てに解答した場合、採点の対象外とする。 
 
（１） 日本の会計基準の設定に関する以下の問いに答えなさい。（各 25 点） 

① 概念フレームワークの意義について説明しなさい。 
② 企業会計原則の特徴について、概念フレームワークと比較して説明しなさい。 

 
 
（２） 固定資産に関する以下の問いに答えなさい。（各 25 点） 

① 固定資産の意義について、説明しなさい。 
② 期間損益計算の観点から、減価償却の意義を説明しなさい。 

 
 
（３） 以下の５つの用語について、それぞれ説明しなさい。（各 10 点） 

① 標準原価 
② 統合報告書 
③ ジャストインタイム生産 
④ 包括利益 
⑤ マテリアルフローコスト会計 

 
以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

［経営学研究科 修士課程］ 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 経営学 

 
以下の設問（１）～（４）のうち、１問を選択して解答しなさい。なお、選択した問題の番

号を必ず明記した上で解答すること（２つ以上の問題を解答した場合は、採点の対象外とす

る）。 
 
 
（１）フィリップ・コトラー、イゴール・アンゾフ、マイケル・ポーターのうち、１人を取

り上げ、その人物の経営学に対する貢献について述べなさい。 
 
 
（２）職能別（制）組織とカンパニー制組織を比較しつつ、それぞれのメリットとデメリッ

トについて説明しなさい。 
 
 
（３）人材育成におけるリスキリング（reskilling）とは、どのようなことを指すか。「キャ

リア自律」あるいは「自己啓発」というキーワードを用いて説明しなさい。 
 
 
（４）2020 年以降の経営環境の変化を踏まえ、経営戦略を変革して成功を収めた企業（国

籍を問わない）について実例を挙げながら、その要因を経営学的視点から述べなさい。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

［経営学研究科 修士課程］ 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 税 法 

 
次の設問（１）から（５）のうち、いずれか２問を選択して解答しなさい。ただし、解答し

た番号を最初に明記したうえで、解答は、それぞれ記載された字数で述べなさい。 
 
（１）自主財政主義と地方税法の関係について述べよ（500 字程度）。 
 
（２）所得税法における給与所得と退職所得との区分について述べよ（500 字程度）。 
 
（３）法人税法における益金の意義と範囲について、具体的な判例を取り上げて述べよ 

（500 字程度）。 
 
（４）相続税法の住所概念の認定基準について、具体的な裁判例を取り上げて述べよ 

（500 字程度）。 
 
（５）消費税法における仕入税額控除の意義と帳簿の保存の解釈について、判例を踏まえて

述べよ（500 字程度）。 
 

以上 
 



1 
 

2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 
［経営学研究科 修士課程］ 

《税法ゼミ志望者》 
 

科目 小論文 

 

次の問題１か問題２のうち、いずれか１題だけを選択して
．．．．．．．．．．．．．

解答しなさい。 なお、選択した問題の

番号を必ず最初に明記し、設問１は解答用紙の表面に、設問 2は解答用紙の裏面に解答すること。  

 

 

問題１ 

Ｘ社は、民間教育機関や公的教育機関（以下、「教育機関等」という。）から講師による講義等

の業務及び一般家庭から家庭教師による個人指導の業務をそれぞれ受託し、かつ、これらの業務

に係る講師又は家庭教師として控訴人と契約を締結して当該業務を行った者に対し、当該契約所

定の金員（ただし、交通費を除く。以下、「本件各金員」という。）を支払っていた（以下、X社と

の間の契約に基づき教育機関等における講師として講義等の業務を行う者を「本件塾講師」、一般

家庭における家庭教師として個人指導の業務を行う者を「本件家庭教師」、両者を併せて「本件講

師等」といい、Ｘ社に対して講師による講義等の業務を委託した教育機関等を「本件教育機関」、

Ｘ社に対して家庭教師による個別指導の業務を委託した一般家庭を「本件会員」、両者を併せて「本

件各顧客」という。）。 

Ｘ社が、本件講師等に対して支払った本件各金員が所得税法 28条 1項に規定する給与等に該当

しないことを前提として、本件各金員につき源泉徴収をせずに申告したところ、Y税務署長は、本

件金員は給与等に該当するとして処分をおこなった。 

 

以上、本件の事案内容をみて、以下の［設問１］、［設問２］に答えなさい。 

 

 

［設問１］  

本件における各金員が給与所得に該当するか事業所得に該当するかについて、以下の最高裁平成

17年判決（米国の親会社から付与されストック・オプションの権利行使益が給与所得に当たると

された事案）の判旨をみて、述べなさい。（６００字程度） 

 

【最高裁平成 17 年判決判旨】「本件権利行使益は、雇用契約又はこれに類する原因に基づき提供

された非独立的な労務の対価として給付されたものとして、所得税法２８条１項所定の給与所得

に当たるというべきである。所論引用の判例（注）は本件に適切でない。」 

（注）弁護士顧問料報酬事件昭和 56 年判決 

【参照条文】所得税法 28条 1項「給与所得とは、俸給、給料、賃金、歳費及び賞与並びにこれら

の性質を有する給与（以下この条において「給与等」という。）に係る所得をいう。」 



2 
 

［設問２］ 

上記の弁護士顧問料報酬事件昭和 56 年判決の判旨は、以下の通りである。 

「……。およそ業務の遂行ないし労務の提供から生ずる所得が所得税法上の事業所得（同法二七

条一項、同法施行令六三条一二号）と給与所得（同法二八条一項）のいずれに該当するかを判断

するにあたっては、租税負担の公平を図るため、所得を事業所得、給与所得等に分類し、その種

類に応じた課税を定めている所得税法の趣旨、目的に照らし、当該業務ないし労務及び所得の態

様等を考察しなければならない。したがって、弁護士の顧問料についても、これを一般的抽象的

に事業所得又は給与所得のいずれかに分類すべきものではなく、その顧問業務の具体的態様に応

じて、その法的性格を判断しなければならないが、その場合、判断の一応の基準として、両者を

次のように区別するのが相当である。すなわち、事業所得とは、自己の計算と危険において独立

して営まれ、営利性、有償性を有し、かつ反覆継続して遂行する意思と社会的地位とが客観的に

認められる業務から生ずる所得をいい、これに対し、給与所得とは雇傭契約又はこれに類する原

因に基づき使用者の指揮命令に服して提供した労務の対価として使用者から受ける給付をいう。

なお、給与所得については、とりわけ、給与支給者との関係において何らかの空間的、時間的な

拘束を受け、継続的ないし断続的に労務又は役務の提供があり、その対価として支給されるもの

であるかどうかが重視されなければならない。」 

 

今般、働き方改革が各方面で推進されている中、上記の最高裁平成 17 年判決、最高裁昭和 56

年判決にみられる給与所得該当性の要件について、評価しなさい。（６００字程度） 
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問題２ 

 以下は、法人税法 132条の 2（組織再編成に係る行為又は計算の否認）にいう「……法人税の負

担を不当に減少させる結果となると認められるもの……。」の解釈が問題となったヤフー事件の事

案概要である。ヤフーは、欠損金を有していたソフトバンクの子会社（A社）の株式をソフトバン

クから買い取り完全子会社化した後、A社を税制適格で吸収合併したが、当該合併は「特定資本関

係発生から 5 年未満の合併」に該当するため、繰越欠損金を引き継ぐためには、みなし共同事業

要件を満たす必要があった。みなし共同事業要件には、①事業関連性要件、②規模要件、③規模

継続要件、④②及び③を満たさない場合には経営参画要件がある。本事案では、①に加え、平成

20 年 12 月にヤフーの社長が A 社の副社長に就任することにより（合併は平成 21 年 3 月）④の

「経営参画要件」を満たすこととなったが、この副社長就任が繰越欠損金引継ぎを意図した形式

的なものに過ぎなかったのかどうかが争点となっている。 

 

この事案の内容をみて、以下の［設問１］、［設問２］に答えなさい。 

 

［設問１］ 

この事案内容も踏まえて、租税回避の一般概念について述べなさい。（６００字程度） 

 

［設問２］ 

法人税法 132 条の 2 の租税回避否認の考え方について、法人税法 132 条（同族会社等の行為又は

計算の否認）との比較も踏まえて述べなさい。（６００字程度） 

【参照条文】 

・法人税法 132条 

「税務署長は、次に掲げる法人に係る法人税につき更正又は決定をする場合において、その法人

の行為又は計算で、これを容認した場合には法人税の負担を不当に減少させる結果となると認め

られるものがあるときは、その行為又は計算にかかわらず、税務署長の認めるところにより、そ

の法人に係る法人税の課税標準若しくは欠損金額又は法人税の額を計算することができる。」 

・法人税法 132条の 2 

「税務署長は、合併、分割、現物出資若しくは現物分配（……。）又は株式交換等若しくは株式移

転（以下この条において「合併等」という。）に係る次に掲げる法人の法人税につき更正又は決定

をする場合において、その法人の行為又は計算で、これを容認した場合には……法人税の負担を

不当に減少させる結果となると認められるものがあるときは、その行為又は計算にかかわらず、

税務署長の認めるところにより、その法人に係る法人税の課税標準若しくは欠損金額又は法人税

の額を計算することができる。」 

 

 

以 上 
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2025 年度 大学院入学試験問題（春季）

［経営学研究科 修士課程］

※問題番号を明記すること。

科目 英語

次の英文を読んで設問に答えなさい。

Make a quick mental list of five or six people you trust—people from different areas of 
your life. The list may include personal connections like your mother or your spouse, but 
may also include a business partner, a client, or a supplier. Then consider for a moment 
how the trust you feel for each person was built. What events led you to trust them?
    You might notice that the type of trust you feel for one person is very different from 
the type of trust you feel for another. The differences can be complex, but one simple 
distinction is between two forms of trust: cognitive trust and affective trust.
    (1)Cognitive trust is based on the confidence you feel in another person's 
accomplishments, skills, and reliability. This is trust that comes from the head. It is 
often built through business interactions: We work together, you do your work well, and 
you demonstrate through the work that you are reliable, pleasant, consistent, intelligent, 
and transparent. Result: I trust you.
    (2)Affective trust, on the other hand, arises from feelings of emotional closeness, 
empathy, or friendship. This type of trust comes from the heart. We laugh together, relax 
together, and see each other at a personal level, so that I feel affection or empathy for 
you and sense that you feel the same for me. Result: I trust you.
   Throughout the world, friendships and personal relationships are built on affective 
trust. If you were to consider why you trust your mother or your spouse, you would likely 
use descriptive explanations linked to affective trust. But the source of trust in business 
relationships is a little more complicated.
    Roy Chua, a professor at Harvard Business School, surveyed Chinese and American 
executives from a wide range of industries, asking them to list up to twenty-four 
important members of their professional networks, from both inside and outside their 
own workplaces. (3)Then participants were asked to indicate the extent to which they felt 
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comfortable going to each of these contacts to share their personal problems and 
difficulties as well as their hopes and dreams. “These items showed an affective-based 
willingness to depend on and be vulnerable to the other person.” Chua explains. Finally, 
participants were asked to indicate the extent to which the contact could be relied on to 
complete a task that he or she has agreed to do as well as to have the knowledge and 
competence needed to get tasks done. These items captured a more cognitive-based
willingness to depend on the other person.
    The survey revealed marked differences between the American respondents and the 
Chinese. Chua found that Americans, in business, draw a sharp dividing line between 
cognitive trust and affective trust. “(4)This finding makes sense given culture and history,” 
Chua explains. The United States has “a long tradition of separating the practical and 
emotional. Mixing the two is perceived as unprofessional and risks conflict of interest.”
    Chinese managers, on the other hand, connect the two forms of trust. As Chua puts 
it, “Among Chinese executives, there is a stronger interplay between affective and 
cognitive trust. Unlike Americans, Chinese managers are quite likely to develop personal 
ties and affective bonds when there is also a business or financial tie.” (5)One consequence 
is that, for a Chinese manager working with Americans, the culturally based preference 
to separate cognitive trust and personal trust can indicate a lack of sincerity or loyalty.
    During a research project I worked on with my longtime collaborator Elisabeth Shen, 
we interviewed Jing Ren, a thirty-five-year-old Chinese sales manager, who was taken 
aback to learn how little a personal relationship meant when working in the United 
States. “In China,” Ren says, “if we have lunch together, we can build a relationship that 
leads to us working together. But here in Houston, (6)it doesn’t work like that.”
    (7)Ren hadn’t been looking to develop a friendship when he bumped into Jeb Bobko 
at the gym:

I was working out on the rowing machine when I asked him what time it was. We 
started talking, and I learned that he was preparing for an upcoming monthlong trip 
across China.

        We had a great first connection, and he invited me to his house for dinner 
several times with his wife and children, and I invited him back. I got to know him 
and his family well. We developed a great relationship.

        Just by chance, his organization was a potential client for us, and I have to say 
that initially I thought that was great luck. But when we started discussing how our 
organizations would work together, I was taken aback to find that Jeb wanted to 
look at every detail of the contract closely and negotiate the price as if I was a 
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(   A   ). He was treating me as if we had no relationship at all.

    In Ren’s culture, personal trust fundamentally shifts the way the two parties 
conduct business. (8)By contrast, American managers make a concerted effort to ensure 
that personal relationships do not cloud the way they approach business interactions—
in fact, they often deliberately restrict affective closeness with people they depend on for 
economic resources, such as budgeting or financing.
【出典：Erin Meyer，The Culture Map, PublicAffairs, 2014.】

問１ 下線部(1)の具体的な内容を日本語で説明しなさい。

問２ 下線部(2)の具体的な内容を日本語で説明しなさい。

問３ 下線部(3)を日本語に翻訳しなさい。

問４ 下線部(4)の理由を日本語で述べなさい。

問５ 下線部(5)を日本語に翻訳しなさい。

問６ 下線部(6)の指している内容を日本語で述べなさい。

問７ 下線部(7)を日本語に翻訳しなさい。

問８ 本文中の空所(  A  )に入る最も適切な語はどれか。（ア）～（エ）から一つ選び、記

号で答えなさい。

（ア）mother （イ）manager （ウ）spouse （エ）stranger

問９ 下線部(8)を日本語に翻訳しなさい。

以上

From The Culture Map by Erin Meyer, copyright © 2014. Reprinted by permission of 
PublicAffairs, an imprint of Hachette Book Group, Inc.
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2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

［経営学研究科 修士課程］ 

 
※問題番号を明記すること。 

 

科目 外国語（日本語） 

 
次の文章は 2025 年 1 月 13 日付きの日本経済新聞朝刊に掲載された今井むつみ氏の「荒波

をこえて（６） ＡＩ時代に学ぶ「達人の技」（経済教室）」の文章です。この文章を読んで、

以下の問いに答えなさい。  

 

問１ 要旨を 300～400 字でまとめなさい。  

問２ 問題文で指摘されている論点を踏まえた上で、AI時代においてどのように学び成長し

ていくべきかについて、あなたの意見を 400～500字で自由に述べなさい。 

 

【ＡＩ時代に学ぶ「達人の技」】 

生成ＡＩ（人工知能）のＣｈａｔＧＰＴ（チャットＧＰＴ）が公開されて、２年あまりが

経過した。ＡＩは人間の学びや、思考のしかたを変えるのか。私たちはＡＩとどう付き合っ

ていけばよいのか。「一流の達人の直観と独創性」をキーワードに考えたい。 

 どんな分野にも一流の達人が存在する。五輪メダリストや著名なアーティストがすぐに

思い浮かぶが「他のひととは違う」とみなされる人はビジネスパーソンにもいるはずだ。そ

ういう人は一般人や、普通の熟達者と何が違うのか。この問いは「ＡＩ時代をどう生きるか」

というテーマの答えを導くヒントとなる。 

 今の生成ＡＩは、インターネット空間のテキスト情報を教科書として学習する。文法的に

間違いない文を流ちょうに生成するという点では、人間を上回るようになったかもしれな

い。 

 人間は長い文を生成するときに主語が何かを途中で忘れてしまい、主語と目的語が一致

しない文を作ったり、単語の選択をうっかり間違えたりしてしまうことが頻繁にある。 

 しかし、生成ＡＩは大量の情報を並列に超高速で計算できる。記憶力も人間に比べれば無

尽蔵と言ってよい。だから、今の生成ＡＩはまず文法の間違いをしない。他言語への翻訳も

たちどころにしてくれる。 

 最近、ある情報を検索していた時にドイツ語の文献を見つけた。私は学生時代にドイツ語

を学んだので、探している情報が文書に含まれていそうなことは分かったが翻訳はできな
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い。少し前なら翻訳の専門家を探さなければならなかった。 

 しかし、その文章をＣｈａｔＧＰＴに放り込んだら１分ほどで日本語の翻訳が返ってき

た。急ぎその情報が必要だったので、現代社会に生きる便利さの特権を味わった。 

 では、このような道具を使いこなすスキルやノウハウが現代に生きる一流の仕事人の条

件なのだろうか。 

 「カンマの女王『ニューヨーカー』校正係のここだけの話」という本を読んだ。米誌ニュ

ーヨーカーは米国の知識人が読む雑誌として名高い。洗練された英語に定評があり、文章は

何重にもチェックされる。著者のメアリ・ノリス氏は同誌の最終的な文法チェックをする校

正者だ。 

 ニューヨーカー誌には通常の文法の正しさの許容度より厳しい独自ルールがある。校正

者はこのルールブックを頭にたたき込んでいて、ほとんどの場合、それを順守して文章を整

える。 

 しかし一流の校正者の本領は、作家が規範を逸脱したときにどうするかの判断にある。ニ

ューヨーカー誌に寄稿するのは並の作家ではない。もちろん一流の作家もうっかりミスを

する。ミスなのか意図的な逸脱なのか。一流の作家がルールを逸脱したとき、校正者はその

意味を考え抜く。そして逸脱したほうが作家の表現したい意味が伝わると判断すれば逸脱

を許容する。 

 一流の達人があえてする逸脱を人は独創性と受け止め、その人の味と感じる。しかし逸脱

が程度を過ぎれば誤りか理解不能と思われてしまう。独創性は、ギリギリの線での規範から

の逸脱なのである。分野を問わず、ギリギリの線がどこかを直観的に見極められるのが本当

の達人である。 

 認知科学では一流の達人と、普通の熟達者の行動や心の働きの違いが研究されてきた。普

通の熟達者も仕事を早く正確にそつなくこなすことができる。両者を隔てるのは独自の味

（スタイル）を確立しているかどうかである。ギリギリの線での逸脱を可能にするのは柔軟

で臨機応変な判断力であり、それを支えるのは優れた直観である。 

 ここで、一流の達人とは「各分野に単一の基準で全員を比較した時にトップの人」ではな

いことを言っておきたい。一流の達人たちはそれぞれ異なる軸で規範から逸脱し、独創的で

ある。だから、その分野には多様な達人の集積がある。そこに面白みも味も生まれるし、協

同してプロジェクトを行う意味も出てくる。 

 ＡＩは日々進化し、どんどん人間の知性に近づいている。しかしＡＩが近づいているのは

「普通の熟達者」である。生成ＡＩはその学習の仕組みの故に、学習材料の平均を出力する。

質の良い学習材料を人間が選んで学習させれば、熟達者の平均は出力できるだろう。 

 しかしギリギリの線での独自の逸脱ができる、一流の達人のパフォーマンスを出力する

ことは原理上できないはずだ。一流の達人は唯一無二の味や特徴をもって規範から逸脱し

ているからである。一流の達人を集めて平均を取っても、それで唯一無二の味や特徴を再現

することはできない。 
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 翻って、ＡＩが作り出す「熟達者たちの平均を反映した普通の熟達者」をいくら集めても

多様性は生まれないだろうし、逸脱も生まれない。つまり独創性が生まれないということだ。 

 逸脱をしない普通の熟達者は、ＡＩにとって代わられるかもしれない。するとこれから社

会で活躍できるのは一流の達人のみになるのだろうか。普通の人間や熟達者が、充実感と誇

りをもって生きることはできなくなってしまうのか。 

 ここでオンリーワンの達人はどのように生まれるのかを考えよう。人は誰でも素晴らし

い学習能力をもつ。乳幼児は大人の言語インプットを分析し、規則性や意味を発見・記憶し、

小さな知識を創る。その知識を、「アブダクション推論」によってすでに持っている知識と

組み合わせることで拡張していく。 

 アブダクション推論には誤りがつきものである。しかし誤りを犯したら修正すればよい。

そして自ら創った様々な分野の知識を関連付け、大きな体系を作る。知識を繰り返し使うこ

とで身体の一部にする。身体化された知識は直観に変わり、臨機応変に使えるようになり、

逸脱を可能にする。 

 現在の生成ＡＩは、範囲をプログラマーが上手に限定すれば、その分野内では「知識の体

系」の構築が可能になりつつあるそうだ。しかし人間のように分野を越境して新たな知識を

つくることはしない。ＡＩを道具として使いながらも新たな知識、独創的な知識を創造する

のはあくまで人間だ。 

 ＡＩ時代を生き抜くのに必要なのは、ＡＩを使う能力自体ではない。オンリーワンの達人

になるという目標に向かって、自分でどこまでも学び続けることができる能力だ。私はこれ

を「学力（＝学ぶ力）」と呼ぶ。 

 ＡＩを道具として使うか使わないか、どう使えばよいのかは学び手自身の目的によるべ

きだ。ＡＩを使う目的が曖昧なまま、学校教育で多くの時間を割いてＡＩを使うスキルを学

ばせることには疑問を感じる。 

 学び手に「知識を教え込んで覚えさせる」やり方では逸脱ができる達人は育たない。学び

手が自ら世界を探索し、知識を発見し、組み合わせて使ってみて、間違えを修正しながら「生

きた知識の体系」を創り上げることができるような教育を行うべきだ。 

 
以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経営学研究科 修士課程］ 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 経営学 

 
 

以下の設問（１）～（４）のうち、１問を選択して解答しなさい。選択した設問の番号を記

入して解答すること（２つ以上の問題を解答した場合はゼロ点とする）。 
 
（１）メイヨー＆レスリスバーガーらの研究グループによるホーソン工場実験について、そ

れ以前のテイラーの科学的管理法の議論からの変化がわかるように説明しなさい。 
 
（２）チャンドラーが主張した「組織は戦略に従う」という命題について、この言葉が生ま

れた背景も踏まえて説明しなさい。 
 
（３）ポーターの基本戦略のうち、コスト・リーダーシップ戦略について説明しなさい。 

なお、その際に「規模の経済」と「経験効果」という用語を用い、これら用語について

も具体的な説明を加えなさい。 
 
（４）オープンイノベーションについて、具体的事例を挙げて説明しなさい。 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経営学研究科 修士課程］ 

 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 税法 

 
 

次の設問（１）から（５）のうち、２問を選択して解答しなさい。ただし、解答した問題の

番号を最初に記入すること。なお、解答はそれぞれ記載された字数によること。 
 
（１）租税法律主義と租税公平主義のそれぞれの意味内容について具体例を用いて説明せ

よ。（５００字程度） 
 
（２）所得税法において、働き方改革に伴う給与所得課税のあり方について述べよ。（５０

０字程度） 
 
（３）法人税法における公益法人等の収益事業の範囲について事例を踏まえて説明せよ。

（５００字程度） 
 
（４） 消費税法における仕入税額控除の仕組みとそれがもたらす問題点について述べよ。 
（５００字程度） 
 
（５）相続税法における財産評価について述べよ。（５００字程度） 
 
 

以上 
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2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 
［経営学研究科 修士課程］ 

《税法ゼミ志望者》 
 

科目 小論文 

 

次の問題１または問題２のうち、いずれか
．．．．

1
．
題
．
だけを選択して
．．．．．．．

解答しなさい。なお、必ず選択し

た問題１または問題２の問題番号を最初に明記し、［設問１］は表面に、［設問２］は裏面に解答

しなさい。 

 

問題１ 次の事案の概要を読んで、以下の［設問１］および［設問２］に答えよ。 

X は、A 交響楽団の正楽員たる身分を有するバイオリン演奏家であるが、X は、放送、演奏会、

オペラ、バレエの伴奏、地方公演、レコード録音その他これに附随する練習に従事し、報酬を得

るとともに、B 株式会社等から、必要に応じて随時演奏を行なったことに対し、その都度報酬を

得ていた。X は、その収入の全部を事業所得として、所得税の確定申告書を提出したところ、Y は、

収入金額のうち、A 交響楽団から支払われた報酬を給与所得とし、B 株式会社から支払われた報

酬を雑所得として更正処分をした。 
 
［設問１］ 

関連する判例等を踏まえて、給与所得と事業所得の法的性質と区別について述べなさい（700 字

程度）。 
 
［設問２］ 

給与所得課税と事業所得課税との間に区別を設けることについて、判例の憲法適合性の判断基

準とそれに対する私見を述べなさい（700 字程度）。 
 
 
【参照】 
所得税法 27 条 1 項 事業所得とは、農業、漁業、製造業、卸売業、小売業、サービス業そ

の他の事業で政令で定めるものから生ずる所得（山林所得又は譲渡所得に該当するものを

除く。）をいう。 
所得税法 27 条 2 項 事業所得の金額は、その年中の事業所得に係る総収入金額から必要経

費を控除した金額とする。 
所得税法 28 条 1 項 給与所得とは、俸給、給料、賃金、歳費及び賞与並びにこれらの性質

を有する給与（以下この条において「給与等」という。）に係る所得をいう。 
所得税法 28 条 2 項 給与所得の金額は、その年中の給与等の収入金額から給与所得控除額

を控除した残額とする。 
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問題２ 次の事案の概要を読んで、以下の［設問１］および［設問２］に答えよ。 
X が、本件事業年度の法人税について、確定申告書及び修正申告書を提出した後、納税者の前

代表取締役 A に対して支払った退職慰労金は損金の額に算入されるべきであったとして、国税通

則法 23 条１項１号に基づき更正の請求をしたのに対し、Y が、A は退任後も X の取締役として

退任前と同様の業務を行っているため、本件金員を損金の額に算入することはできないとして、

更正をすべき理由がない旨の通知処分をした。 
 
［設問１］ 

法人税法 22 条 4 項と法人税法 34 条の関係について、法人税法 22 条 4 項の意義に触れたうえ

で述べなさい（700 字程度）。 
 
［設問２］ 

本事案について、関連する判例等を踏まえて法人税法 34 条の役員退職給与該当性と損金算入

の可否について私見を述べなさい（700 字程度）。 
 
 
【参照】 
法人税法 22 条 3 項 内国法人の各事業年度の所得の金額の計算上当該事業年度の損金の

額に算入すべき金額は、別段の定めがあるものを除き、次に掲げる額とする。 
一 当該事業年度の収益に係る売上原価、完成工事原価その他これらに準ずる原価の額 
二 前号に掲げるもののほか、当該事業年度の販売費、一般管理費その他の費用（償却費以

外の費用で当該事業年度終了の日までに債務の確定しないものを除く。）の額 
三 当該事業年度の損失の額で資本等取引以外の取引に係るもの…… 
法人税法 22 条 4 項 第二項に規定する当該事業年度の収益の額及び前項各号に掲げる額

は、別段の定めがあるものを除き、一般に公正妥当と認められる会計処理の基準に従つて計

算されるものとする。 
法人税法 34 条 1 項 内国法人がその役員に対して支給する給与（退職給与で業績連動給与

に該当しないもの、使用人としての職務を有する役員に対して支給する当該職務に対する

もの及び第三項の規定の適用があるものを除く。以下この項において同じ。）のうち次に掲

げる給与のいずれにも該当しないものの額は、その内国法人の各事業年度の所得の金額の

計算上、損金の額に算入しない。 
一 その支給時期が一月以下の一定の期間ごとである給与（次号イにおいて「定期給与」と

いう。）で当該事業年度の各支給時期における支給額が同額であるものその他これに準ずる

ものとして政令で定める給与（同号において「定期同額給与」という。） 
 

 
以 上 
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2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経営学研究科 修士課程］ 
 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 英語 

 
次の英文を読んで設問に答えなさい。 
 
    (1)It’s easy to take modern conveniences for granted, but I’m often reminded that 
expats in the 21st century have it pretty good.  

Email, social media and video chat apps make it easy to stay connected with friends 
and family back home. International flights might be expensive, but there’s still no 
shortage of travel options. Even simple things like following a favorite sports team or 
getting a shipment of your favorite snack are made possible by modern technology and 
services. 

Not long ago, people living abroad relied on letters or calling cards to keep in touch 
with loved ones. A former colleague of mine living in Japan told me that, before the 
internet, his parents back in the U.S. (2)would send him weeks-old VHS tapes of his 
favorite football team’s games. 

Thanks to streaming services, I can watch my beloved Montreal Canadiens hockey 
team live on TV or even on my smartphone from the train or at the park. One wintry day, 
I watched them score an important goal while riding a ski lift. 

(3)The level of convenience that I enjoy living in Japan in the digital age really hit 
me during a recent trip to Nagasaki and the Dejima museum. 

Originally an artificial island, (4)Dejima was the only area open to foreign nationals 
during Japan’s period of national isolation. It was barely bigger than a regulation soccer 
field and served as a trading post for Dutch merchants throughout most of the Edo Period. 
At the time, it was Japan’s main source of contact with the outside world. 

(5)As I wandered around the restored and re-created buildings that made up this tiny 
district, I couldn’t help but think of how boring it must have been to be one of the Dutch 
traders living there for months or years at a time. Sure, there were books and games – 
including billiards, one of the many things introduced to Japan by the Dutch. 
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There were also occasional dinner parties and probably a fair bit of alcohol – beer is 
another thing the Dutch are believed to have introduced to Japan – that would have 
helped pass the time. (6)But not being able to go out and explore the beautiful Nagasaki 
landscape or discover Japan’s unique culture and food would have caused me to go stir-
crazy. 

(7)Then there’s the matter of staying connected to the people back home. 
Forget streaming, video chats or even VHS tapes, these merchants’ only connection 

to the Netherlands was the people arriving on a handful of ships per year.  
So the next time my hockey stream doesn’t work or I can’t connect to a video chat, 

I’ll be sure to remember those Dutch traders, patiently waiting for months to get a 
snippet of news from home. 
（出典：The Japan Times Alpha,  April 28, 2023　一部改変）

  
 
問１ 下線部(1)を日本語に翻訳しなさい。 
 
問２ 下線部(2)と同じ用法のものは①～④のどれか。最も適切なものを選べ。 
① I was determined I would not make the same mistake again. 
② When in college, we would often sit up all night discussing politics. 
③ I tried to refuse his invitation, but he would insist on my coming. 
④ I suppose she would be about 20 when her first novel was published. 
 
問３ 下線部(3) を日本語に翻訳しなさい。 
 
問４ 下線部(4)の Dejima とはどのようなものか。日本語でその特徴を 3 つ挙げなさい。 
 
問５ 下線部(5)を日本語に翻訳しなさい。 
 
問６ 下線部(6)を日本語に翻訳しなさい。 
 
問７ 下線部(7)の具体的な内容を日本語で説明しなさい。 
 

以上 
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2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経営学研究科 修士課程］ 

 
※問題番号を明記すること。 

 

科目 外国語（日本語） 

 
以下は、田中克彦『ことばと国家』（岩波新書、1981 年）の一節である（ただし、一部改変
した）。これを読んで、後の問いに答えよ。 
 
 「母語」ということばに私がとりわけこだわるのは、じつは、日本語にはいつの頃からか
「母国語」ということばが作られて、それが専門の言語学者によってさえ不用意にくり返し
用い続けられているからである。 

 母国語とは、母国のことば、すなわち国語に母のイメージを乗せた 煽情
せんじょう

的でいかがわし
い造語である。母語は、いかなる政治的環境からも切りはなし、ただひたすらに、ことばの
伝え手である母と受け手である子供との関係でとらえたところに、この語の存在意義があ
る。母語にとって、それがある国家に属しているか否かは関係がないのに、母国語すなわち
母国のことばは、政治以前の関係である母にではなく国家にむすびついている。そのために、
これを区別せずにいつでも「母国語」を用いていると、次のような奇妙なことが生ずる。 
 あるとき新聞が、「単一民族国家」と思い込まれている我が国において、その例外をなす
アイヌ人やオロッコ人が存在することをあらためて思い起させてくれる、次のような記事
をのせた。 
 
（沖縄でおこなわれた教研全国集会でのこと）「平和と民族」分科会では、民族衣装に身
を固めた北海道の少数民族ウイルタ（オロッコ）の北川源太郎ことダーヒンニェニ ゲン

ダーヌさんの母国語
、 、 、

による訴えが静かな波紋をひろげた。それは長年、民族差別の中で
苦難の生活を過ごしてきたウイルタの人たちが自らの手で、民族の誇りと文化を守ろう
とする自立の宣言であり、それは同時に日本を単一民族国家としてきた日本人の意識の
変革を迫るものでもあった。 

（朝日新聞、一九七八年二月四日） 
 
私はここに報じられたゲンダーヌさんの行動はもちろんのこと、また、それを支持して、

ひろく世に知らせるために記事にした、この文章の書き手にも共感する。そもそもこういう
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記事は、言語的少数者が置かれている状況にたいする深い理解なくしては書けないもので

ある。A それだけに、「ゲンダーヌさんの母国語
、 、 、

」にはめまいを感じるほどの当惑をおぼえ
たのである。 
 ゲンダーヌさんは北川源太郎という日本名の持ち主であるから、たぶん日本国籍の人で

あろう。だとすれば、ゲンダーヌさんの母国
、 、

は日本で、その母国のことば
、 、 、 、 、 、

は日本語である

から、オロッコ語のことを母国語
、 、 、

と言ってしまってはまずいのである。ゲンダーヌさんの
ことばは、この「母国語」とはするどく対立するところの非母国語、非国語であるからこそ、
ここにその訴えを報じる意義があったのではなかったか。ゲンダーヌさんが用いたことば

は、国家
、 、

とは対極にあって、その国家によって滅ぼされ、滅ぼされつづけてきた、かれ自

身の生れながらの固有のことばなのである。それを母国
、

語と呼ぶ矛盾が、これほどゲンダ
ーヌさんに共感を寄せる記者に気づかれず、またその記事を読んだはずの編集統括者にも
気づかれず、さらに数百万の読者からもとりたてて疑問があらわれなかったことに、ことば
とその話し手との関係に関する、日本人の平均的な理解度があらわれてはいないだろうか。

すなわち、ことばはすべて国
、

語であると考える日本人の考えかたに根深く宿っているこの
盲点こそは、この記事がまさに指摘してきた、「日本を単一民族国家としてきた日本人の意
識」をありのままに示しているのである。 
 ゲンダーヌさんは日本人の国家、すなわちその母国が使用を保障してくれないことばを
生まれながらのことばとして持っている。学校、役所、裁判所のどこにも、そのことばのた
めの場所はあてがわれていない。だから、そのことばはどんなことがあっても母国語とはい
えないのである。もしかして太古にあったかもしれない、まぼろしの母国を思い描く以外に
は。 
 
問 1 「母語」を最も適切に言い換えた表現を、文中から 15 文字以内で抜き出せ。 
問 2 傍線部 A について、筆者はなぜ当惑したのか。300 字以内で説明せよ。 
問 3 世界中にはさまざまな言語、民族、国家がある。日系グローバル企業が言語使用にお
いて注意すべきことは何か、自分の考えを 600 字以内で説明せよ。 
 
 

以上 



2024 年度 9 月入学 大学院入学試験問題 

 [経営学研究科 修士課程] 
 

※問題番号を明記すること。 
 

科目 経営学 

 
以下の設問（１）～（４）のうち、１問を選択して解答しなさい。 
選択した設問の番号を最初に記入してから解答すること（２つ以上の問題に解答した場合は、

採点の対象外とする）。 
 
（１）メイヨーやレスリスバーガーが、ホーソン工場実験を通じて示した人間関係論とは何

かを説明した上で、それが現代マネジメントに生かされている例を説明しなさい。 
 
（２）ポジショニング・アプローチとは何かについて、ポーターの業界構造分析を例として

説明しなさい。 
 
（３）近代管理論においてバーナードは組織をどのように定義しているのか、組織成立の３

要素と共に説明しなさい。 
 
（４）モチベーションの内容理論（実体理論）とは何かについて、マズローの欲求段階説を

例として説明しなさい。 
 
 

以上 
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2024 年度 9 月入学 大学院入学試験問題 

［経営学研究科 修士課程］ 
 
※問題番号を明記すること。 

 

科目 外国語（日本語） 

 
次の文章は松下幸之助『企業の社会的責任とは何か？』（ＰＨＰ研究所、2005 年）からの抜

粋である（ただし、一部改変した）。これを読んで、次の問いに答えなさい。 

 
問１ 要旨を 300～400字でまとめなさい。 

問２ 企業の社会的責任に関する松下幸之助の主張について、正しいと考える場合は企業

の社会的責任の具体的な内容についてのあなたの考えを、正しくないと考える場合

は正しくないとあなたが考える理由を、400～500字で述べなさい。 

 

企業の社会的責任ということが、今日さかんにいわれています。これについては、いろい

ろ学者の人も研究しておられるようですし、また多くの経済人、経済団体でも、さまざまな

見解を発表しておられます。そういう衆知によって、企業の真の社会的責任というものが明

確になり、それぞれの企業がその社会的責任を果たすべく努力していくならば、それは社会

全体の福祉の向上にも、また企業自身の発展にもむすびついてくると思います。ですから、

企業の社会的責任が大いに論じられ、実践されていくことはきわめて大事であり、企業にと

ってもその責任はまことに重大なものがあります。 

ただ、そういう観点から、昨今の企業の社会的責任に関するいろいろな論説を考えてみま

すと、非常に的をついた適正な意見もある反面、やや枝葉にとらわれて、企業の本来の使命

についていささか適切さを欠くような解釈がなされている場合もみられるような気がしま

す。そして、昨今の風潮の中では、どちらかといいますと、後者のような傾向がつよいよう

に思われます。そういうことですと、それは企業の正しいあり方を見誤らせ、かえってその

真の社会的責任が全うされなくなるおそれがあります。そうなっては、これは企業だけでな

く社会全体、国民全体の損害になると思うのです。やはり、企業とはどういうものであり、

どのような社会的責任を持っているのかということが真に正しく認識されなくてはならな

いと思います。 

まず基本として考えなくてはならないのは、企業は社会の公器であるということです。つ

まり個人のものではない、社会のものだと思うのです。企業には大小さまざまあり、そこに
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はいわゆる個人企業もあれば、多くの株主の出資からなる株式会社もあります。そういった

企業をかたちの上、あるいは法律の上からみれば、これは個人のものであるとか、株主のも

のであるとかいえましょう。しかし、かたちの上、法律の上ではそうであっても、本質的に

は企業は特定の個人や株主だけのものではない、その人たちをも含めた社会全体のものだ

と思います。 

というのは、いかなる企業であっても、その仕事を社会が必要とするからなりたっている

わけです。企業が、その時どきの社会の必要を満たすとともに、将来を考え、文化の進歩を

促進するものを開発、供給していく、いいかえれば、その活動が人びとの役に立ち、それが

社会生活を維持し潤いを持たせ、文化を発展させるものであって、はじめて企業は存在でき

るのです。こういう仕事をしたいと、いくら自分だけで考えても、それが現在もまた将来に

おいても、人びとの求めるものでなく、社会がなんら必要としないものであれば、これは決

して企業としてなりたたないと思います。今日存在する企業のすべては、そうした社会なり

人びとの求めから生まれてきたものだと思いますし、また世の進歩とともに、これまであっ

た仕事が不要になったり、次つぎと新たな事業が生まれてきたりもするでしょう。 

ですから、個人企業でも株式会社でも、一面自分の意志で始めた自分のものであるという

見方もできますが、より高い見地に立って考えれば、社会生活を維持し、文化を向上させる

ために存在している、いわゆる社会の公器だということになります。 

また、このようなことも考えられます。大小にかかわらず、企業がその活動をしていくた

めには、土地とか資金とかいろいろな物資を使わなくてはなりません。そして、そういう土

地や資金や物資は、これは一応企業の資産というか財産ということになります。しかしこれ

もよく考えてみれば、たしかにかたちの上では企業のものであっても、本来は、それは社会

のものだといえるのではないでしょうか。本来は社会のものであるけれども、ただ、それを

よりよく活用し、社会全体を好ましい姿で維持していくために、制度の上で企業のものとし

ている、いわば企業に預けているのだと考えられます。 

さらに、“事業は人なり”といいますが、企業活動の根幹となる人間というものは、これ

はいうまでもなく、天下の人、社会の人材なのです。そうしてみますと、人、金、土地、物、

つまり企業の活動に必要なもろもろの要素はこれすべて本来、天下のもの、公のものである

ということになります。したがって、そういう社会のものを社会から預かって仕事をしてい

る企業自体、やはりこれは社会のもの、公器であると考えなくてはならないと思います。 

そのように、企業が社会の公器であるとすれば、企業はその活動から、なんらかのプラス

を生み出して、社会の向上、共同生活の発展に貢献しなくてはならないと思います。天下の

人、天下の金、天下の土地、天下の物資を使って仕事をしている公器としての企業が、その

活動からなんらのプラスも生み出さず、なんら社会に寄与、貢献しないとすれば、これは許

されないことだといわなくてはなりません。 

そういう責任を企業が負っているのであり、それが企業の社会的責任だと思います。つま

り、社会の公器である企業が、その活動を通じていろいろなかたちで社会に貢献し、共同生
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活を向上させていくところに企業の社会的責任というものがあると思うのです。また、同時

に社会の側においても、そういった企業の活動を見守りつつ、善意の 鞭撻
べんたつ

をしていくこと

が望ましいといえましょう。 

それでは、その社会的責任の具体的内容にはどういうものがあり、企業はそれをどのよう

に果たしていったらいいのでしょうか。 

 
 

以上 
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2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

［経営情報研究科 修士課程］ 
 
※問題番号を明記すること。 

 

科目 データサイエンス 

 
問１ 図１は令和 6 年版情報通信白書から抜粋した「人工知能・ビッグデータ技術の俯瞰

図」を抜粋したものである。図１を確認して以下の問いに答えなさい。 

 

 
図１ 人工知能・ビッグデータ技術の俯瞰図 

（出典：令和 6年版情報通信白書 第 1節 AI進展の経緯と生成 AIのインパクト） 

 

（１） 図１の中の第一次 AI ブーム後の「冬の時代」と第二次 AIブーム後の「冬の時代」

について、各種 AIブームの内容を説明するとともに、それぞれの「冬の時代」に

至った原因を述べなさい。 

（２） 図１内のテクニカルターム（エキスパートシステム、ディープラーニング、LOD、

オントロジー、機械学習、ニューラルネットワークなど）を 2つ引用し、その内容

について説明しなさい。 
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問２ 以下の設問（１）～（３）のうち、１問を選択して解答しなさい。なお、選択した設

問の番号を記入して解答しなさい。 

 

（１） AI学習の種類である「教師あり学習」、「教師なし学習」、「強化学習」についてそ

れぞれ説明しなさい。 

（２） 生成 AI の課題の一つであるハルシネーションについて説明しなさい。 

（３） データサイエンス分野における「データ」、「情報」、「知識」について、それぞれの

違いが分かるように具体例をもちいて説明しなさい。 

 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

［経営情報研究科 修士課程］ 
 
※問題番号を明記すること。 

 

科目 メディア表現 

 
【問１】：（１）～（３）から２問を選んで解答しなさい（全問解答した場合は採点しない）。 

【問２】：必ず解答しなさい。 

 

【問１】 

（１） 現代アートの一領域であるメディアアートの直接的な起源は、1970年前後に誕生した

ビデオアートだとされる。また、メディアアートという呼称が一般化するのは 1990 年

前後のことである。こうした（ビデオアートからメディアアートへの）変化の要因と

して考えられるものは何か、芸術的および技術的な観点から説明しなさい。 

 

（２） 未だ多義的なメディアアートの定義を考察するにあたり、しばしば「自己言及性」の

有無について議論がなされてきた。メディアアートにおける「自己言及性」とは何か、

なるべく平易な言葉で端的に説明しなさい。 

 

（３） メディアアートの主要な表現形式であるインタラクティブアートについて、旧来の芸

術作品（絵画や彫刻など）と比較しながら、その特徴について説明しなさい。 

 

【問２】 

メディアアート的な要素を取り入れたコンテンツは、私たちの日々の暮らしの中に様々な形で

取り入れられている。アートとデザイン、あるいはアートとエンターテインメントの交わりか

ら生み出されるメディアコンテンツの実践例として、どのようなものが挙げられるか。具体的

な事例を示しながら、それらがもたらす創造的体験について自身の考えを記述しなさい。 

 
以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経営情報研究科 修士課程］ 
 
※問題番号を明記すること。 

 

科目 データサイエンス 

 
以下の設問（１）～（４）のうち、２問を選択して解答しなさい。選択した設問の番号を記入

して解答すること（３つ以上の問題を解答した場合はゼロ点とする）。 

 

 

（１） 第 5期科学技術基本計画にて提唱された Society5.0 について説明しなさい。 

 

（２） データサイエンス分野における「データ」、「情報」、「知識」について、それぞれの違

いが分かるように具体例をもちいて説明しなさい。 

 

（３） AI学習（機械学習）の種類である「教師あり学習」、「教師なし学習」、「強化学習」

についてそれぞれ説明しなさい。 

 

（４） データサイエンティストに必要と考えられる能力について説明しなさい。 

 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経営情報研究科 修士課程］ 
 
※問題番号を明記すること。 

 

科目 メディアの規範理論研究 

 
【注意】次の問題について全て解答しなさい。各問題の小問を含む問題番号を明記すること。 

解答するにあたって、十分に時間の配分に気をつけること。 

 

問題 1． 

（１）ロジャー・シルバーストーンが『なぜメディア研究か』で論じた「メディア」と「媒介

作用」についてまとめなさい。なお、まとめる文章には必ず「メディア」とは何かの説明

を含むこと。 

 

（２）（１）を踏まえて、シルバーストーンが語るなぜ「メディア」を研究するか、メディア

研究の社会的意義を中心にまとめなさい。 

 

問題 2． 

（１）ハーバーマスによる「公共圏」の定義を説明しなさい。 

 

（２）花田達朗が論じた「言説を＜パブリックにすること＞」の社会性と空間性について説明

したうえで、それが社会にもたらす可能性を、あなたがこれから行おうとしている研究課

題と関連付けて論じなさい。 

 

 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

［経営情報研究科 修士課程］ 
 
※問題番号を明記すること。 

 

科目 小論文（会計学） 

 
以下の会計学に関する 5つの設問のうち、4つの設問を選んで解答しなさい。なお、解答にあ

たっては、「問 1.」などのナンバリングを記載すること。また、5問すべてを選んだ場合には、

採点の対象とならないので注意すること。あわせて、誤字脱字は減点の対象となる。 

 

問 1. 企業会計原則一般原則の三「資本取引・損益取引区分の原則」について解説しなさい。

さらに、企業会計上、なぜ利益と資本を混同してはいけないのか、についても簡単な事例を用

いて説明しなさい。 

 

問 2. ①持分法が適用になる会社は、どのような会社であるのか（要件など）、について答え

なさい。加えて、②持分法が適用される会社から生じる期間の損益、ならびに、その際の持分

法適用会社の株式は、投資会社の連結財務諸表（B/S、P/L）に、どのように計上されるのか（会

計処理）も論じなさい。 

 

問 3. 市場などに流通している自己株式を取得した際には（自社株買いの実施）、取得した側

の会計処理を答えなさい。ならびに、昨今、上場企業がこうした自社株買いを積極的に実施し

ている背景とその効果も、述べなさい。 

 

問 4. 企業が、①自前で建物を購入して店舗として構える場合と、②店舗を賃貸で構える場

合には、それぞれ財務諸表上において、いかなる相違が見受けられるであろうか。貸借対照表

と損益計算書に含まれる勘定科目名や利益名などを使用しながら、それぞれの相違点を記載し

なさい。 

 

問 5. 会社法では、剰余金の分配に関して上限を課す、いわゆる「配当制限」の規定が設けら

れているわけだが、この目的や理由について論じなさい。その際に、「株主」と「債権者」に

言及すること。 

以上 



2024 年度 9 月入学 大学院入学試験問題 

［経営情報研究科 修士課程］ 
 
※問題番号を明記すること。 

 

科目 消費者行動論 

 
以下の設問（1）～（3）のうち、２問を選択して解答しなさい。なお、選択した問題の番

号を必ず最初に明記すること（全問題を解答した場合は、採点の対象外とする）。 

 

（1）セオドア・レビットが提唱した「マーケティング近視眼（marketing myopia）」につい

て、意味を説明しなさい。また、マーケティング近視眼に該当する事例を一つ挙げ、

そのような状況に陥った理由を詳しく説明しなさい。 

 

（2）消費者の「オピニオン・リーダー度」測定方法のうち、消費者行動研究の分野で代表

的なものを一つ選び、その方法を詳しく説明しなさい。 

 

（3）購買意思決定プロセスの「情報探索」の段階に関し、「外部探索」の 2つの区分を挙げ、

それぞれの区分を具体的な商品選択の場面を例として詳しく説明しなさい。 

 

 

 

以上 
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2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

[人間科学研究科 修士課程 人間共生専攻] 
 
※問題番号を明記すること。 

科目 ヘルスケア領域 

 
以下の【Ⅰ】高齢者に関する設問または【Ⅱ】ひきこもりに関する設問のどちらかを選択し、

それぞれの設問すべてに解答してください。 
 
【Ⅰ】高齢者に関する設問 
１．国は団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣

れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・

介護・予防・①生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を推進している。 
地域包括ケアシステムでは、住民同士が行う②介護予防に重点が置かれている。 

出典：厚生労働省ホームページ「1。地域包括ケアシステムの実現へ向けて」 
 
［設問１］ ①生活支援を説明してください。 
 
［設問２］ ②介護予防を説明してください。 

 
２．中国において、今後高齢者が一層増加することが報告されている。 

出典：国連「World Population Prospects 2022」 
 
［設問１］ 中国における介護事情の現状を説明してください。 

 
［設問２］ ひとり暮らしの高齢者が孤独死を防ぎ、安心して生活を送るには、どういった

サービスや制度があればいいと思いますか。説明してください。 
 
３．平均寿命が上がると、認知症の発症率も増加することが明らかになっている。 

出典：令和 5 年度 老人保健事業推進費等補助金「認知症及び軽度認知障害の有病率調査

並びに将来推計に関する研究」 
 
［設問１］ 認知症について、知っていることを説明してください。 

 
［設問２］ 認知症になってもこれまで通り生活を続けるには、どういったサービスや制度

があればいいと思いますか。説明してください。 



2 
 

 
【Ⅱ】ひきこもりに関する設問 

 
［設問１］ これまで政府の調査結果では、ひきこもりの多くは男性とされていましたが、

2023 年の報告では、中高年（40～64 歳）では女性が半数を超えました。 
その理由を説明してください。 

 
［設問２］ オンラインによるひきこもり当事者の意見の中に、相談支援者やカウンセラー

に対する不満や愚痴が少なくありません。その背景を説明してください。 
 
［設問３］ ひきこもりに対する見方や理解は都市と地方によって、異なる傾向があります。

その背景を説明してください。 
 
［設問４］ 近年多くみられるひきこもりになる要因やその背景を説明してください。 

 
［設問５］ ひきこもり支援について、コロナ禍以降オンラインの居場所が注目されていま

す。オンラインの長所と短所を説明してください。 
 
 

以上 
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2025 年度 大学院入学試験問題（春季） 

[人間科学研究科 修士課程 臨床心理学専攻] 
 
※解答用紙は問題 1題につき 1枚使用し、先頭に問題番号を明記すること。 

 
 

科目 臨床心理学 

 
次の問題１～４のうち 2 つ選択して答えなさい。 

なお、問題番号が記入されていないものは採点しません。 

 

 

【問題１】 

早期乳児期に、養育者との間で「こころへの関心」(Meins, et al.,2003)注 のある相互交

流を持つことが、その後の子どもの「心の理論」や言語能力の発達、そして安定したアタ

ッチメントの形成に寄与することを示唆する研究があります(Meins, et at., 2002)。 

この知見を踏まえ、「行動上の問題を呈する子どもは、多くの場合、言語能力が低い」

（Loney, eta al.,1997/ Music,G.2011)とされるのはなぜなのか、考察しなさい。 

  
注 養育者が、乳児の驚きや悲しみ、喜びなどの感情を認識し、それに呼応して、その状態

について言葉で説明をしたり共感をしたりするなど、乳児の心の状態に関心を持って

関わること。 

 

 

【問題２】 

家族関係をアセスメントするための方法を２つ以上挙げ、それぞれの方法の概要、特徴及び

実施上の留意点を説明しなさい。 
 
 
【問題３】 

心理社会的支援において、心理職がコミュニティ・アプローチを実施する意義と留意点につ

いて具体的に述べなさい。その際、他のアプローチとの相違点についても説明しなさい。 
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【問題４】 

あなたは精神科病院で働く心理職である。精神科急性期病棟に入院してきた次のケースに

関する治療・援助について以下の問いに答えなさい。 
 

A さん（男性、21 歳）は B 大学の 3 年生である。B 大学は第一志望ではなかったが、

入学以降は大きな問題なく学生生活を送っていた。元来、内向的な性格であったが、趣味

を同じくする少人数の友人との友好な関係は維持できていた。今春より就職活動に取り

組み始め、複数の企業の面接を受けたものの面接場面での緊張が強く、いずれも良い結果

にはつながらなかった。夏休みを境に就職活動を回避するようになり、秋学期には徐々に

大学の授業の欠席も目立ってきた。父母と 3 人暮らしの自宅では、当初は父母と一緒に

食事をとり、リビングで過ごすこともできていたものの、10 月頃から昼夜逆転が目立ち

始め、更に、自室にこもりがちとなり、入浴も渋るようになってきた。時折は自室から出

てくるものの表情は虚ろで生気に乏しく、次第に戸外の物音に敏感となり、「自分はある

組織に狙われている」と口走り怯えることがあった。10 月末には行動にまとまりがなく

なり、小声で独り言をつぶやきながら自宅内を動き回ることが増えて父母との会話も成

立しなくなり、かつ「食事には毒が入っている」と言って食事摂取がままならなくなり衰

弱が目立ってきた。そのため、心配した父母に連れられて C 精神科病院を受診した。 
精神科医の診察により、統合失調症が強く疑われた。医師は、A さんの心身の衰弱が激

しいため入院治療を勧めた。最初はそれを拒否した A さんだったが、医師と父母の粘り

強い説得によって入院治療に同意し急性期治療病棟に任意入院することになった。しか

しながら、息子が統合失調症の暫定診断を受けたことで父母は大層ショックを受けてい

る様子であった。病前より、父親は A さんに対して厳格であり、高校までは学業成績の

ことで叱責しがちであり、母親は A さんを庇うことが多かった。 
入院後、A さんは薬物療法を受け、病棟の環境にも徐々に慣れて症状が落ち着いてきた

が、そうすると、復学や就職活動への焦りが目立ってきた。また、母親も今後の就職活動

への影響を懸念して、すぐにでも A さんを退院させたそうであった。 
この状況を懸念した担当看護師の呼びかけで、A さんについての多職種カンファレン

スが開かれ、今後の治療・援助方針が話し合われた。 
 
（１）Ａさんに対して、多職種連携によるどのような治療・援助が必要か。あなた自身の考

えを記述しなさい。 
 
（２）多職種チームの一員としての心理職として、あなたは A さんにどのような臨床心理

学的支援を行うことができるか。自分の考えを記述しなさい。 
 

以上 
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2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

[人間科学研究科 修士課程 人間共生専攻] 
 
※問題番号を明記すること。 
 

科目 スポーツクラブマネジメント特論 

 
次の問題１から問題４のすべての設問に答えなさい。 
 
問題 1. 以下の問いに答えなさい。 
 
（設問①）マーケティングの定義をまとめなさい。 

特に、販売志向とマーケティング志向の違いを明確にしたうえで、論述をすること。 
 
 
（設問②）マーケティングにおける顧客志向のあり方について説明をしなさい。 
 
 
（設問③）近年、顧客志向の限界という指摘がありますが、その理由について説明をしなさい。 
 
 
（設問④）スポーツマーケティングの定義をまとめなさい。 
     特に、スポーツのマーケティングとスポーツを利用したマーケティングの違いを明

確にしたうえで、論述をすること。 
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問題 2.スポーツ実施に関する次のグラフをみて、①全体、性別、年齢別の特徴をまとめたう

えで、②あなたならば、どのような対象をターゲットにどのようなプログラムを提供し

ますか？ 

 
                      図 1 スポーツ実施／満足度 
 
（設問①）全体、性別、年齢別の特徴をまとめなさい。 
 
 
 
 
（設問②）あなたならば、どのような対象をターゲットにどのようなプログラムを提供します

か？ 
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問題 3. 「ツーリズム型スポーツイベント」の文章を読み、以下の設問に答えなさい。 
 南紀白浜トライアスロン大会のプロダクトは、スイム 1.5km、バイク 40km、ラン 10km の

合計 51.5km のオリンピックディスタンスの種目のみで開催されている。スイム、バイク、ラ

ンのそれぞれに通過制限時間があり、トータルでも 4 時間 30 分以内にフィニッシュ地点に戻

ってこなければならず、競技性の高い大会だといえるだろう。トライアスロンという競技には

“過酷”“限界への挑戦”“自分との闘い”といったイメージをもつ人が多く、「長時間、長距

離にわたる苦痛を特徴とするスポーツの総称である」［浜田 2019 : 200］“エンデュランスス

ポーツ”の代表的な種目に位置づけられている。では、なぜこれほど大変な競技に人は惹きつ

けられるのだろうか。“エンデュランススポーツ”の体験について、参与観察やインタビュー

調査をもちいて社会学の視点から研究をすすめる浜田［2019］は、「目標に向けて練習に励み、 
少しずつ限界を更新することで得られる達成感の積み重ね」［浜田 2019 : 202］と、その「達

成感を積み重ねていくときの生きている感じ」［浜田 2019 : 202］が、トライアスロン（＝“エ

ンデュランススポーツ”）の魅力であることを指摘した。トライアスロン大会には、この“非

日常空間での深い達成感”が、プロダクトの中心に組み込まれている点に大きな魅力があるの

ではないだろうか。 
この過酷な大会のなかで“癒し”となっているのが、景観豊かなコースだといえそうだ。大

会のサービス評価に関する調査結果をみても、21 項目中第 2 位にランクしたのが「コース設

定（走路の風景）」であり、自由記述コメント欄でも「海に山、自然がとても美しく、辛いコ

ースですが、頑張ることができました」（44 歳、女性）などコースの景色について語る参加者

が多かった。 
また、「町の人がみんな親切で、それだけでも大会に参加してよかったと思わせてくれます」

（45 歳、男性）や「いつも沿道からの応援に力をもらいます」（36 歳、女性）といったコメン

トも多くみられ、サービス評価に関する調査結果でも第 1 位が「ボランティア・スタッフの対

応」であった。 
  以上より、トライアスロン大会とは、“非日常空間での深い達成感”を中核ベネフィットに

もつプロダクトである、というのが私の見解だ。ただ、その達成感を味わうためには条件があ

る。無事にフィニッシュをする必要があるということだ。過酷な競技、難しいコースはときに

達成感を倍増させるが、フィニッシュまでたどりつけないというリスクを生む。そのリスクを

軽減させるのが、苦しい場面で参加者の背中を押す素晴らしい景色であり、沿道からのあたた

かい声援ではないだろうか。 
“非日常空間での深い達成感”を得ることができる競技特性やコース設定であることと、完走

を後押しする白浜特有の景観とあたたかい声援がセットになり、南紀白浜トライアスロン大会

というプロダクトを成立させていた。 
  
【出典 田島良輝『2020 ツーリズム型スポーツイベントを活かしたまちづくり－南紀白浜ト

ライアスロン大会を題材にして－、地域スポーツ論』を抜粋、一部改変】 
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（設問①）南紀白浜トライアスロン大会のプロダクトとしての中核ベネフィットは何か？ 
 
 
 
 
 
（設問②）（設問①）の中核ベネフィットを達成させるために、どのようなプロダクト上の工

夫がなされているか？ 
 
 
 
 
 
問題 4. あなたの関心のある研究テーマについて説明をしなさい。その際に、以下の 3 つの

観点に留意して文書をまとめること。 
※1 具体的に何を明らかにしたいのか  
※2 なぜ、そのテーマに関心を持つことになったのか（動機） 
※3 そのテーマに関連する本、論文についても紹介をする 
 
 

以上 



2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

[人間科学研究科 修士課程 人間共生専攻] 

※問題番号を明記すること。

科目 スポーツハイパフォーマンス特論

次の問題１から問題３の全ての設問に答えなさい。

問題１

最大酸素摂取量を決定する因子を２つ挙げて、それぞれ説明しなさい。

問題２

長距離走パフォーマンスを高めるためのトレーニング戦略を、以下３つのキーワードを使用し

て論述しなさい。

【キーワード】最大酸素摂取量、乳酸作業閾値、ランニングエコノミー

問題３

競技種目を１つ取り上げ、競技力を高めるためのコーチング・トレーニングにおいて、効果的

な科学的サポートについて論述しなさい。その際、具体的に何のデータを測定して、そのデー

タをどのように解釈し、どのようにトレーニングやコーチングに応用するか、について具体的

に考えを述べなさい。

以上
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2025 年度 大学院入学試験問題（秋季） 

[人間科学研究科 修士課程 臨床心理学専攻] 
 
※解答用紙は問題 1題につき 1枚使用し、先頭に問題番号を明記すること。 

 
 

科目 臨床心理学 

 
次の問題１～４のうち 2 つ選択して答えなさい。 

なお、問題番号が記入されていないものは採点しません。 

 

 

【問題１】 

発達障害を持つ子どもに対しては、幼稚園や保育所、学校現場における支援のほか、放課後

等デイサービスにおける集団／個別療育やスピーチセラピーなど、様々な支援が行われて

います。 
臨床心理士／公認心理師としては、どのような現場で、どのような支援ができると考えます

か。また、これらの現場の専門職とどのような協働ができると考えますか。これら 2 点につ

いて、あなたの考えを述べなさい。 
 

 

【問題２】 

公認心理師/臨床心理士として働き続ける上では「生涯学習」が必要であると言われている。

以下の 2 つの質問に対する自分の考えを記述しなさい。 
 
（１）なぜ生涯学習が必要であるのか 
 
（２）あなた自身はどのように生涯学習に取り組んでいこうと考えているのか 
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【問題３】 

次のケースのアセスメントにおける心理検査に関する以下の問いに答えなさい。 
 

A さん（女性、高校 3 年生）は、不登校で自室にひきこもりがちの状態が続いている

ということで、母に心療内科に連れてこられた。母によると A さんは、小学４年頃にい

じめの被害に遭って登校しないことがあったが、自然に登校を再開させ、その後は今ま

で不登校はなかったという。よく気がつく子で、中学以降は、人当たりがよく、誰とも

仲良くでき、特に心配はなかったという。しかし、詳しくは話してくれないが、高校３

年に進級してまもなく、部活動の友人関係のことで悩むようになって成績が下がり、次

第に学校を休みがちになった。最近１ヵ月は全く登校していない。家では、話しかけて

も自棄的、否定的な返事ばかりが多く、表情も暗いという。また、自室にこもって

YouTube で推しのグループの動画を観て過ごしているようで、最近はほぼ昼夜逆転の生

活になっている。食欲が乏しいことや、たまに嘔吐している様子もあることが気になっ

ているという。 
なお、心療内科等への通院は今回が初めてで、高校でカウンセラーの面接は受けてい

ない。過去の検診で発達障害等の指摘を受けたことはないとのことである。 
 
（１）A さんが通院してきた心療内科の心理専門職であるあなたは、主治医より、A さんの

心理アセスメントのために心理検査を実施するようにとの指示を受けました。A さん

の心理アセスメントのために実施する心理検査を挙げた上で、それを選択した理由に

ついて、実施する心理検査の特徴を踏まえて説明しなさい。 
 
（２）A さんに対する心理検査結果の説明（フィードバック）を行うことになりました。説

明における配慮や留意点、工夫について説明しなさい。 
 
 
【問題４】 
被災による心理的変化の過程について説明しなさい。そして、心理的変化の各時期に応じた

心理支援の留意点について、あなたの考えを記述しなさい。 
 
 

以上 
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2025 年度 大学院入学試験問題（秋季）

[人間科学研究科 修士課程 臨床心理学専攻]

※問題番号を明記すること。

科目 外国語（英語）

次の英文は dynamics of the multi-disciplinary team について書かれたものである。英文

を読んで以下の質問に答えなさい。

（１）下線部 1 を日本語に訳しなさい。

（２）下線部 2 が意味するところを説明しなさい。

（３）下線部 3 で筆者が 「‘side issues’ ではない」と述べているのはなぜだと考えるか。

If healthy, cooperative and collaborative multi-disciplinary teamwork is to be achieved, 
individuals, and the team as a whole, need to pay attention to and work to manage the 
effects of these factors* on their relationships. Unattended to, they can amplify the 
dynamics that work against good teamwork. Teams can become passive and dependent, 
dominated by one professional voice, or suffused by avoidance, envy or conflict. Members 
can, to various degrees, detach themselves from the group. Communication, sharing of 
ideas, commitment and ‘co-construction’ of routines and ways of working can 
consequently suffer. Decisions, whether about need, risk or intervention, are likely to be 
impaired. Important elements of creative and safe teamwork, such as healthy challenge, 
questioning and disagreement, become more difficult. The multi-disciplinary team can 
fail to develop the inter-disciplinary and inter-personal identity, dialogue and working 
culture that is their purpose. The potential for such under- or mal-functioning to 
undermine connection with, understanding of, and effective help for, service-users, is 
obvious.1

It is vital that all team members routinely commit to the work needed to address and 
manage the dynamics of inter-disciplinary relationships. Consideration of these 
dynamics needs to be integrated explicitly into individual and team reflective practice. 
It is essential that team leaders or coordinators are encouraged, authorised and able to 
take a lead in this work. It is by no means always very complicated or difficult: if 
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promoting the quality of the human relationships between team members is given the 
attention it deserves, managing inter-disciplinary dynamics becomes much easier. And 
addressing these dynamics is frequently a way of maintaining or improving the morale 
and effectiveness of already well-functioning teams, not just dealing with under-
functioning or failure.

So, building cooperative multi-disciplinary practice is not simply a matter of deciding 
what pieces of machine to put together２: understanding how they may interact for good 
or ill is crucial. The ‘pieces’ themselves are not mechanical, but human beings, with their 
own personalities, professional pride, identities, anxieties and convictions. Given that 
multi-disciplinary work is nowadays ubiquitous in professional practice, it is crucial that 
professional education, and leadership, prepares and supports practitioners to 
participate with awareness, commitment and responsibility in both formal and informal 
inter-disciplinary exchange. Staff need to understand how to contribute the value of their
professional paradigms, evidence and language in a diverse environment, and, crucially, 
how to make space for, listen to and cooperate with other disciplines. They need to join 
teams with the recognition of the likely dynamics and power relationships involved. 
These are not ‘side issues’, but necessary aspects of building good cooperative practice in 
the interests of service-users or patients.３         

＊下線部 these factors は引用英文の前に記述されている以下の 2 つのことを指している。

「チームメンバーはそれぞれの専門職としての価値観、考え方、言語、および作業モデルを

チームに持ち込み、その専門職アイデンティティが multi-disciplinary team の一員として

のアイデンティティよりも強くなることがある」

「それぞれの専門職が置かれている社会的地位、給与、影響力の差異がチーム内の関係性に

影響を及ぼすことがあり得る」

出 典 ： Ballatt, J., Campling, P. and Maloney, C. (2020) Intelligent Kindness －

Rehabilitating the welfare state (Second Edition) Cambridge University Press より引用。

ただし、一部改変

以上

Intelligent Kindness Rehabilitating the Welfare State by John Ballatt, Penelope 
Campling, Chris Maloney © The Royal College of Psychiatry 2011, 2020 Reproduced with 
permission of the Licensor through PLSclear.
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2024 年度 9 月入学 大学院入学試験問題 

[人間科学研究科 修士課程 人間共生専攻] 
 

科目 スポーツクラブマネジメント特論 

 
1. 空欄に入る語を入れなさい。 
(１) 第 3 期 スポーツ基本計画では、スポーツの価値を高めるために「スポーツをつくる

／はぐくむ」、スポーツで「あつまり、ともに、つながる」、スポーツに「誰もが

（   Ａ    ）」の「3つの視点」を大切にしています。 

 
(２)今後 5年間で重点的に取り組む施策として、以下の 12を掲げている 

①多様な主体におけるスポーツの機会創出 

②スポーツ界における（   Ｂ   ）の推進 
③国際競技力の向上 
④スポーツの国際交流・協力 
⑤スポーツによる健康増進 
⑥スポーツの成長（   Ｃ    ）化 
⑦スポーツによる地方創生、（     Ｄ        ） 
⑧スポーツを通じた共生社会の実現 
⑨スポーツ団体の（     Ｅ     ）改革・経営力強化 
⑩スポーツ推進のためのハード、ソフト、人材 
⑪スポーツを実施する者の安全・安心の確保 
⑫スポーツ・（     Ｆ     ）の確保 
 
(３) 全ての人が自発的にスポーツに取り組むことで自己実現を図り、スポーツの力で、前

向きで活力ある社会と、絆の強い社会を目指すための具体的な目標設定として、 

【政策目標】 
成人の週１回以上のスポーツ実施率を（  Ｇ  ）％、１年に一度以上スポーツを実施

する成人の割合を （  Ｈ  ）％に近づける 
 
誰もがスポーツに参画でき、共に活動できる社会を実現するために、（     Ｉ    ） 

への参加を希望する障害のある児童生徒の見学ゼロを目指した学習プログラム開発 
スポーツ団体の女性理事の割合を（  Ｊ  ）％にする 
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オリンピック・パラリンピック等の国際競技大会で、（   Ｋ      ）水準の金メダル数、

総メダル数、入賞者数、メダル獲得競技数等の実現を目指す 

 

スポーツを通じて活力ある社会の実現を目指して、スポーツ市場規模（   Ｌ       ）

兆円を達成（2025年まで）する 

 
スポーツを通じて世界とつながるために、ポスト SFT 事業を通じて世界中の国々の 700

万人の人々への裨益を目標に事業を推進する。また、（   Ｍ      ）（IF）等役員数 37
人規模に維持・拡大する 
 
生涯にわたって運動・スポーツを（   Ｎ      ）したい子供の増加を目指す 

（目標数値は、児童 86%⇒90%、生徒 82%⇒90%） 
子供の体力の向上において、（   Ｏ      ）の総合評価 C 以上の児童を 68%から 80%

に、生徒を 75%から 85%に伸ばす 
 
 
2. スポーツマンシップの定義を示したうえで、あなたの考えるスポーツマンシップについ

て自由に述べなさい。 
 
 
3. スポーツクラブづくりにおいて重要なミッション、ビジョン、事業という言葉について

説明をしたうえで、ミッション／ビジョン／事業の関係性についてまとめなさい。 
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4. スポーツ実施に関する次のグラフをみて、（１）全体、性別、年齢別の特徴をまとめたう

えで、（２）あなたならば、どのような対象をターゲットにどのようなプログラムを提供し

ますか？ 

 
                      図 1 スポーツ実施／満足度 

（１）全体、性別、年齢別の特徴をまとめなさい。 
 
 
（２）あなたならば、どのような対象をターゲットにどのようなプログラムを提供します

か？ 
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5. 地域スポーツクラブの収支に関する資料をみて、以下の設問に答えなさい。 
（１）表 1 の収支表より、A クラブの a 活動損益 b 活動効率 c 補助金依存率 d 人件費

率を算出しなさい。計算式は a～d 欄に記入し、算出した答えは表 2 の A クラブの欄に書く

こと。 
 

表 1.  A クラブ収支表 

 
 

表 2.  A クラブの財務分析結果 
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（２）表 2 の A クラブの財務分析結果から、A クラブの財務状況を分析し、改善策をまと

めなさい。  
 
 
 
 
 

以上 
 


